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社会福祉法人 翠燿会
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向日葵・カフェ
八千代市の介護 「これまで」と「これから」



社会福祉法人 翠燿会が担う事業

◼特別養護老人ホームグリーンヒル

グリーンヒル短期入所生活介護 グリーンヒル居宅介護支援事業

グリーンヒル訪問介護・グリーンヒル福祉タクシー グリーンヒルデイサービスセンター

◼特別養護老人ホームグリーンヒル八千代台

グリーンヒル八千代台短期入所生活介護 グリーンヒル八千代台居宅介護支援事業

グリーンヒル八千代台訪問介護 グリーンヒル八千代台南デイホーム

小規模多機能型居宅介護グリーンヒル八千代台／サテライトグリーンヒル勝田台

グリーンヒル八千代台ｷｯｽﾞﾙｰﾑ

◼八千代市勝田台地域包括支援センター

◼介護予防支援事業

◼障害児通所支援事業

放課後等デイサービス

グリーンヒルキッズ／グリーンヒルキッズゆりのき台／グリーンヒルキッズ・ジュニア

◼児童自立生活援助事業

自立援助ホーム グリーンヒル若葉ハウス



高齢者介護の発展

１９６３年 老人福祉法制定

１９７３年 老人医療費無料化

１９８３年 老人保健法制定

１９８７年 老人保健施設創設

１９９０年 福祉８法改正 ゴールドプラン制定



９０年代の高齢者介護

福祉８法の改正

○市町村主義：措置権の委譲

○在宅重視

○市町村老人保健福祉計画

ゴールドプラン

○介護基盤の計画的整備



八千代市保険福祉計画とは
「老人保健福祉計画について」

(平成４年６月３０日)

(老計第八六号)

(各都道府県知事あて厚生省大臣官房老人保健福祉部
長通知)

第一 老人保健福祉計画の作成の趣旨

１ わが国の６５歳以上人口割合は、１２．６％(平成３年１
０月推計人口)であって、国民の八人に一人が６５歳以上
という状況であるが、今後急速に人口の高齢化が進み、２
０２０年(平成３２年)には、６５歳以上人口割合が２５．２％
に達するものと見込まれ、国民の４人に１人が６５歳以上
であるという超高齢社会が到来することとなる。

また、寝たきりや痴呆という介護を要する状態になりや
すい後期高齢者(７５歳以上高齢者)の割合についてみれ
ば、現在の５％程度が、２０２０(平成３２年)には１２％強と
、６５歳以上人口の伸びを上回って増加していくものと予
測されている。

一方、これらの高齢者を支える状況についてみれば、こ
れまでも高齢者の子との同居率は低下し続けているが、
今後も核家族化の進展や女性の社会進出などにより、家
庭における家族の介護力の低下傾向は続くものと予想さ
れる。

したがって、介護を要する老人の介護サービスのニー
ズは、今後急速に高まると考えられ、これからの老人
保健福祉行政の推進に当たっては、このことを前提と
して、必要な老人保健福祉サービスを地域において
提供できる体制(以下「サービス提供体制」という。)の
整備を速やかに図らなければならない。

２ 地域において、サービス提供体制を整備するに当

たっては、高齢者が「いつでも、どこでも、だれ
でも」必要とする保健福祉サービスを利用できるよ
うにすることを目指すべきである。

このため、住民に最も身近な行政主体である市町村
が、地域の高齢者のニーズと将来必要な保健福祉サ
ービスの量を明らかにし、保健福祉サービスの現状を
踏まえ、将来必要とされるサービス提供体制を計画
的に整備することを内容とする計画を作成する必要
がある。



介護保険制度の狙い

〇 措置から契約へ

〇 自己決定、選択

〇 自立支援

〇 在宅重視

〇 医療と福祉の統合

〇 社会保険方式の採用

〇 地方分権：給付と負担の連動



新規完全
個室ユニット初

グリーンヒル
八千代台

小規模特養・短期
小規模多機能型居宅介護

グリーンヒル
１２０ベット
短期

デイサービス
訪問介護
居宅支援
福祉タクシー

セントマーガ
レット病院
３１５ベット

勝田台

地域包括
支援
センター

保健福祉計画
と圏域

放課後等デイ
グリーンヒルキッズ

グリーンヒル若葉ハウス



◆各地区の老齢人口
単位：人





保健福祉計画
と圏域

睦中学校

高津中学校

東高津中学校

八千代台西中学校

八千代台中学校

阿蘇米本学園

勝田台中学校

大和田中学校

村上中学校

村上東中学校

萱田中学校



保健福祉計画
と圏域

睦中学校

高津中学校

東高津中学校

八千代台西中学校

八千代台中学校

阿蘇米本学園

勝田台中学校

大和田中学校

村上中学校

村上東中学校

萱田中学校



R5.11八千代市資料より抜粋



一例 八千代市の計画をみる
質疑1

◼ 「次期計画案に介護老人福祉施設1施設100床計画とあるが、ニーズは理解し
つつも、現行の高齢者介護施設の空床状況、介護人材の確保見込みはあるの
か？」

八千代市回答

◼ 「本市の現状をデーターで見ますと、施設系サービスの受給率が全国平均や千葉
県平均と比較しますと低い状況です(全国：2.8％千葉県：2.5％八千代市：2.3％)

◼ 要因として、中重度認定者の在宅系サービス利用者が高く、住み慣れた自宅での
生活を継続する傾向が高いと考えられる一方、施設整備の不足により、需要との
ギャップが生じているとも考えられます。

◼ その他のデーターでは、人口10万人あたりの介護老人福祉施設の施設数を同
様に比較してみますと、全国：6.6施設千葉県：6.8施設八千代市：4.4施設となって
います。

◼ 市内の介護人材の確保につきましては、現状実施している研修に要する経費助
成の適用範囲を拡大するなど、人材確保の施策を、引き続き検討してまいります
。」



平成5年度策定第1次老人保健祉計画
から現在の

第9次八千代市高齢者保健福祉計画から30年

〇 高齢者のための、住民のための計画とは

〇 計画に基づく、医療・保健・福祉介護の在り方

〇 事業の質の担保、人材確保・育成の大切さ
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